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赤いルビーととも 

に産出した緑色の 

灰れん石。タンザ 

ニア産。 

男開は完全で、ノ、 

ンマーでたたくと 

貝殻状や不規則な 

断口を示す。 

素焼きの陶板にこす 

りつけると白色の条 

痕が残る。 
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灰れん石電・ 

純粋なものは白色だが、 

微量成分によりさまざま 

な色であらわれる。 

単斜灰れん石と同 

質異像（多形）の 

関係にあたる。 

ガラスのような 

光沢を持つ。 
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緑簾石の―種 

灰れん石は緑簾石のなかまで、主に広域変成岩やエクロジャイト（椙輝岩） 中 

に生成する。カルシウム、アルミニウム、ケイ素、酸素、水素を含み、縄粋なも 

のは白色だが、その他の微量成分によってピンク色や赤色、青紫色などでもあら 

われる。外観は、有程秩の微補な結晶が集まって、大きな現を形成することが多 

い。ちなみに英名の「ゾイサイト」 は、スロベニアの貴族で鉱物学者のジグムン 

ト・ゾイス（1747-- 1819年）にちなんで名づけられた。 

イタリァ ”

スイスロ 

‘ 「桃簾石」と呼ば 

れるピンク色の灰 

れん石c イタリア・ 

トリノ産。 

ノルウェー 昌昌 

え ひめけん し 二くち，うあう し 

愛媛県四国中央市 

響 五,津苗などの変 
．× 、成岩中に見られる。 

オー ストリァ ＝ 
タンザニァ ． 

ナミビア 

▲長方形にカッティング 

された灰れん石。 

‘タンザニアで産する青 

紫色の灰れん石は「タ 

ンザナイト」と呼ばれる。 

微量成分による発色 

灰れん石のなかで、微量のマンガンによりピンク色や赤色になった 

ものは「桃簾若」、微量のバナジウムにより青紫色になったものは 

「タンザナイト」 と呼ばれる。タンザナイトは宝石商のティフア二ー 

が名づけた宝石名であり、現在のところタンザニア以外では見つかっ 

ていない。そのほか、微量のクロムを含む灰れん石は緑色になり、Jレ 

ビーをともなって産することがある。ルビーはコランダムの宝石名の 

ひとつで、クロムを含むことで赤色に発色したものだ。 

メキシコH ▼ルビーを含む灰れん石。 

タンザニア産。 


